
3.11の大災害。地震、津波、原発事故。三重苦のきびしさ。被害、影響、波紋の広がりと深刻さ。
100 日余を経て復旧、復興の姿は遠く、肝心の政治は液状化の状態。ボランティアが次々に被災地
へ。そっと励ましのエールを送る大勢の人々。節電、放射能の恐怖。今回の事態を教訓に、安全と
安心をどうはかるのか。それぞれの生き様をかけた思考、選択が問われています。

平成 23 年 6 月３０日発行

＜老朽庁舎 崩壊の恐れも＞
市長は質問に答えて「生きた心地がしなかった」と大震災当日の心境を率直に吐露。はげしい揺れに

「市長室の窓から 2 階テラスに飛び出した」と恐怖の体験を語るとともに、確定申告の時期でもあり来庁

市民の避難、誘導と職員の安全を願った。現庁舎は古く耐震基準を大幅に下回っている。今回はガラス

30枚程の破損だったが、地震の状況によっては崩壊の恐れもあるのではないか―との懸念を明らかにし

ました。

＜新庁舎建設の検討委員会発足を指示＞
東日本大震災では 17 の自治体で庁舎が流失や崩壊をしました。市長は現地の視察や全国市長会で

の情報もあり、危機に対処する「司令塔」の役割の大切さについても痛感した―と述べるとともに市民代

表、学識経験者を含む▽新庁舎建設検討委員会の発足を指示したこと、資金のメドや住民の理解度によ

っては▽2 期に分けて建てることも考えられることなど早期着手への意欲を表明しました。

＜おあしすの隣 建設費は３０億円＞
庁舎用地はおあしす隣に購入ずみ。人口増もあり庁舎の規模はいまの 1.5 倍を想定。耐震設計で

建設費は 30 億円程の見込み。庁舎建設基金の積立ては 9億 5千万円。現在の用地を売却した場合、

5.7 億円前後が見込まれるとの推算も。将来合併しても、地域センターとしての庁舎は必要だと思

うと強調―。いずれももう一歩踏み込んで答弁してほしいとの私たちの質問・要望に市長や担当部

長が答えた内容です。※4月臨時議会などでの答弁も交えてご紹介しています。

＜積極的関心と市民の英知を！＞
新庁舎問題は危機管理の視点だけでなく、吉川の未来を描くことになるのではないかーと思い

ます。賛成、反対を問わず、積極的関心を寄せ市民の英知が結集できるようにと願っています。

ご参考に！秩父市では5階建ての古い本庁舎で今回ガラス80枚が破損。翌日から事実上閉鎖し、

4月庁舎建設準備室を発足させました。6月からは全面的に出入りを禁止しているとのことです。

6 月議会報告
７月 3 日（日）

午前 10 時 30 分～12 時 30 分

おあしすミーティングルーム4

市民改革クラブ

いとういながき

いながき茂行 栄町 782 番地 1C-1101 TEL 983-1628
E メール iim achi.yoshikaw a@ gm ail.com

いとう 正勝 きよみ野 2-8-2 TEL& FAX 983-1117
E メール itoh72@ nifty.com

＊市民改革クラブ ホームページ リニューアルしました＊
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新
保
育
所
２
ヶ
所

来
春
に
オ
ー
プ
ン

い
と
う

正
勝

待
望
の
保
育
所
が
駅
前
（
南
口

駐
輪
場
の
一
部
活
用
）
と
中
曽
根

小
裏
手(

三
郷
に
ち
か
い
用
水
沿

い
）
に
来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

関
連
の
一
部
予
算
を
６
月
議
会
で

承
認
。
（
本
会
議
で
稲
垣
、
委
員
会

で
伊
藤
が
詳
細
に
質
疑
。
）

▽
吉
川
駅
前
保
育
所
。
定
員
80
人
、

０
歳
～
５
歳
児
。
鉄
骨
２
階
建
、
５

０
０
㎡
の
園
庭
も
。
開
所
時
間
は
７

時
～
20
時
。
20
時
ま
で
の
延
長
は

初
め
て
。
経
営
は
市
の
第
３
保
育
所

を
民
営
で
受
け
て
い
る
同
じ
社
会

福
祉
法
人
。
用
地
は
市
が
貸
与
。

建
設
費
は
半
分
を
国
、
市
が
基
準

の
４
分
の
１
を
補
助
の
方
針
。

▽
花
圃
保
育
所
。
定
員

60
人
。
木

造
２
階
建
。
開
所
時
間
は
７
時
～

19
時
。
経
営
は
さ
い
た
ま
市
の
社

会
福
祉
法
人
祥
和
会
。
年
齢
別
定

員
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
協
議
中
。

２
ヶ
所
と
も
８
月
ま
で
に
詰
め
の
話

し
合
い
を
行
い
、
９
月
ま
で
に
着
工

の
見
通
し
。
※
吉
川
の
待
機
児
童

は
３
月
の
ピ
ー
ク
時
で
１
５
０
人
余
。

新
設
の
２
ヶ
所
で
数
字
の
上
で
は
ほ

ぼ
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
お
日
さ
ま
園
。
通
称
幼
児
教
室

は
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
別
途
社
会
福
祉

法
人
を
取
得
し
、
25
年
度
保
育
所

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
い
意
向
。

い
ま
の
と
こ
ろ
法
人
格
の
取
得
が
出

来
る
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
情
勢
。

新
駅
は
来
年
３
月
開
業

武
操
跡
地
は
一
括
売
却
へ

吉
川
新
駅
建
設
、
武
操
跡
地
整

備
（
JR
と
運
輸
機
構
）
は
、
計
画
通

り
に
進
ん
で
い
ま
す
。
新
駅
は
３
月

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
て
開
業
。

武
操
跡
地
（
30
ha
）
は
早
け
れ
ば
秋

に
も
一
括
し
て
公
売
に
。
跡
地
の
土

地
利
用
計
画
は
新
駅
周
辺
が
業

務
・
商
業
エ
リ
ア
。
そ
の
他
は
低
層

住
宅
、
中
高
層
住
宅
エ
リ
ア
な
ど
。

こ
の
土
地
利
用
計
画
に
沿
っ
て
運

輸
機
構
が
一
括
売
却
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
お
隣
の
三
郷
側
武
操

跡
地
（
50
ha
）
は
三
井
不
動
産
が
基

盤
整
備
の
前
に
一
括
し
て
購
入
、

民

活

で
い
ま
の
姿

に
な
っ
て
い
ま

す
。

市
長
選
で
の
「
怪
文
書
」

事
実
無
根
と
の
こ
と

先
の
市
長
選
挙
に
際
し
て
一
部

地
域
で
現
職
の
資
産
形
成
や
事
業

発
注
を
め
ぐ
り
癒
着
や
疑
惑
が
あ

る
と
の
ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

「
多
選
と
利
権
」
の
視
点
で
そ
の
真

偽
を
問
い
質
し
て
ほ
し
い
と
の
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
も
あ
り
取
り

上
げ
ま
し
た
。
市
長
は
６
項
目
の
指

摘
に
つ
い
て
個
別
に
は
答
え
ず
、
い

ず
れ
も
「
事
実
無
根
」
と
一
蹴
。
自

民
党
議
員
か
ら
は
失
礼
で
は
な
い

か
と
の
不
規
則
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。

職
務
と
し
て

30
年
前
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

担
当
の
政
治
デ
ス
ク
を
務
め
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
と
し
て
の
誇
り
や
自
負
は
理
解

し
尊
重
す
る
も
の
の
、
公
人
に
は
釈
明
、

説
明
す
る
責
任
も
あ
る
と
の
立
場
で

臨
み
ま
し
た
。
―
こ
の
こ
と
も
壇
上
か

ら
紹
介
し
ま
し
た
。

揚
げ
足
と
り
や
嫌
が
ら
せ
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
具
体
的
な
事
実
が
あ
れ
ば

ご
指
摘
下
さ
い
。

６
月
議
会
は
2
日
～
16
日
ま
で
開
催
。

８
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
。

内
容
は
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告
・
承

認
。
議
案
は
、
条
例
等
の
改
正
及
び
工

事
請
負
契
約
の
締
結
５
件
及
び
一
般
会

計
補
正
予
算
と
人
事
案
件(

固
定
資
産

評
価
員
山
崎
信
夫
氏
・
審
査
委
員
会
委

員
水
村
英
夫
氏
を
選
任)

。

議
案
審
議

６
日

市
条
例
の
一
部
改
正(

東
日
本
大
震
災

に
係
る
雑
損
控
除
額
等
の
特
例
と
美
南

小
学
校
設
置
の
条
例
等)

を
審
議
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
、
吉
川
美
南

小
学
校
建
設
工
事
に
つ
い
て
。

建
築(

戸
田
建
設
関
東
支
店)

・
電
気
設

備(

村
川
電
気
工
業)

・
機
械
設
備(

ナ
カ

ノ
ヤ
吉
川
支
店)

で
、
工
事
契
約
額
は
総

額
で
20
億
８
千
６
百
88
万
円
。

電
気
設
備
工
事
の
入
札
で
は
、
参
加

28

社
中
、
23
社
が
最
低
制
限
価
格
を
下
回

っ
た
と
し
て
、
失
格
と
な
っ
た
。

委
員
会
審
査

7
日

文
教
福
祉
委
員
会(

伊
藤)

で
は
、
美
南

小
学
校
と
保
育
園
、
総
務
水
道
委
員
会

(

稲
垣)

で
は
新
庁
舎
に
関
連
し
た
内
容

を
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
質
疑
。
建
設
生
活

委
員
会
は
８
日
に
開
催
。

一
般
質
問

①

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
②
産
業
廃
棄

物
中
間
処
理
業
者
進
出
③
集
団
フ
ッ
素

洗
口
・
塗
布
の
中
止
を

（
稲
垣
）

①｢

３
・
11｣

大
惨
事
に
つ
い
て
②｢

新
駅｣

進
捗
状
況
③｢

怪
文
書｣

に
つ
い
て
④｢

公

共
事
業｣

の
発
注
等
に
つ
い
て

（
伊
藤
）



災
害
時
ト
イ
レ
対
策

の
充
実
を
！

い
な
が
き

茂
行

人
間
は｢

生
き
物｣

で
あ
る
以
上

食
べ
て
排
泄
を
す
る
。

と
り
わ
け
、
被
災
者
に
と
っ
て｢

ト

イ
レ｣

は
心
身
の
健
康
を
守
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
。

同
時
に
、
被
災
地
で
の
公
衆
衛
生
の

確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、

そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

個
人
に
と
っ
て
は
切
実
な
問
題
、

行
政
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ

る｢

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策｣

の
充
実

を
提
案
、
質
問
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

設
置
す
べ
き

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
ト
イ
レ

と
し
て
活
用
し
、
排
泄
物
を
直
接

流
す
仕
組
み
。
災
害
時
に
マ
ン
ホ
ー

ル
の
フ
タ
を
外
し
、
テ
ン
ト
と
便
器

(

洋
式)

を
設
置
し
て
使
用
す
る
。

東
松
島
市
で
は
す
で
に
下
水
道

総
合
地
震
対
策
事
業(

国
交
省)

を

活
用
し
、
市
内
５
ヶ
所
で
整
備
。
快

適
な
ト
イ
レ
が
活
躍
、
そ
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
た
。
仮
設
ト
イ
レ
は
和

式
中
心
。
狭
い
・
臭
い
・
汚
い
、
そ
の

上
段
差
も
。
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く

老
人
や
障
害
者
に
は
使
い
づ
ら
く
、

ガ
マ
ン
し
て
病
気
に
な
る
こ
と
も
。

災
害
時
及
び
復
旧
時
の
ト
イ
レ
・

し
尿
対
策
を
総
合
的
災
害
対
策
と

し
て
位
置
付
け
る
と
共
に
、
避
難
所

や
公
共
施
設
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

と
井
戸(

手
押
し)

を
設
置
す
る
よ

う
提
案
。
市
は
今
後
検
討
と
。

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理

業
者
の
進
出
に
あ
た
り

小
松
川
の
工
業
専
用
地
域
内
に

産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
業
者
㈱
エ

ス
オ
ー
テ
ィ(

八
潮
市)

が
進
出
を
計

画
し
て
い
る
。
3

月
に
許
可
申
請

を
埼
玉
県
に
行
い
、
産
業
廃
棄
物

指
導
課
で
現
在
事
前
審
査
中
。

市
の
環
境
保
全
協
定
制
度
に
基

づ
き
、
近
隣
自
治
会
等
に
こ
れ
ま
で

５
回
の
説
明
会
が
実
施
さ
れ
た
が
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
粉
塵
対

策
。
県
の
事
前
審
査
で
は
、｢

中
間

処
分
施
設
は
原
則
と
し
て
建
屋
内

に
設
け
る
。
粉
塵
・
悪
臭
対
策
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と｣

等
に
つ
い

て
指
導
が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
予
定
地
の
上
に
高
圧

線(

27
万
５
千
ボ
ル
ト)

が
通
っ
て
い

る
た
め
、
建
造
物
が
出
来
な
い
。
電

気
事
業
法
に
よ
る
規
制
や
、｢

地
役

権｣

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

｢

屋
根
に
代
わ
る
メ
ッ
シ
ュ
や
集
塵

機
等
を
使
い
、
建
屋
内
と
同
等
の

環
境
整
備
す
る
よ
う｣

業
者
・
県
に

働
き
か
け
る
と
共
に
、
住
民
の
目
線
、

立
場
で
対
応
す
る
よ
う
求
め
た
。

市
は
日
弁
連
の
意
見
書
を

謙
虚
に
受
け
入
れ
る
べ
き

効
果
も
薄
く
、
安
全
性
に
問
題
が

あ
り
、
行
政
の
施
策
と
し
て
も
違
法

性
の
疑
い
が
あ
る
。
と
し
た
日
弁
連

の｢

集
団
フ
ッ
素
洗
口
・
塗
布
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書｣

。
一
部
の
保

育
所
や
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
こ
の
際
、
止
め
る
べ
き
。
ま
た
、

今
後
設
置
さ
れ
る
フ
ッ
化
物
応
用

協
議
会
は｢
始
め
に
結
論
あ
り
き｣

の
会
議
と
な
ら
な
い
様

に
、
と
指
摘
。

県
議
会
議
員

『
中
原
恵
人
』

全
て
が
対
象
的
だ
っ
た
。
若
く
爽
や
か

な
青
年
、
明
る
く
ク
リ
ー
ン
な
印
象
。
政

治
の
垢
に
塗
れ
て
い
な
い
無
名
の
新
人

候
補
『
中
原
恵
人
』
。

事
前
の
評
価
で
は
、
全
く
問
題
外
で
新

聞
社
の
取
材
も
な
か
っ
た

勝
因
は
、
本
人
の
魅
力
。
甘
い
マ
ス
ク

と
志
、
そ
し
て
、
意
思
の
強
さ
。
4
ヶ
月

間
駅
頭
で
示
し
た
。

ま
た
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
親
子
で
活

躍
し
て
い
る
大
久
保
家
の
存
在
。
と
り

わ
け
、
妻
の
果
た
し
た
役
割
。

普
段
、
投
票
に
行
っ
た
事
も
な
い
ヤ
ン
マ

マ
達
に
、
『
夫
の
首
に
縄
を
付
け
て
で
も

一
緒
に
投
票
に
行
く
』
と
実
行
さ
せ
た

力
は
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
選
挙
を
一

緒
に
戦
っ
た
応
援
団
の
力
も
。

全
て
が
型
破
り
、
常
識
は
ず
れ
。
『
選

挙
カ
ー
に
乗
ら
な
い
、
演
説
し
な
い
、
回

り
の
言
う
こ
と
は
聞
か
な
い
』
候
補
者
だ

っ
た
。
全
て
が
中
原
流
。

素
人
選
挙
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
私
が
選

対
本
部
長
を
務
め
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、

三
師
会
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど

の
支
援
者
が
、
選
挙
の
応
援
は
初
め
て

と
い
う
方
々
だ
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
変
で
面
白
い
、
魅
力
的
な
若
者

と
中
年
が
彼
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
、
繋
が
っ

て
、
夢
中
に
な
り
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ

た
結
果
の
勝
利
だ
っ
た
。

し
か
し
本
当
の
勝
因
は
、
市
民
の
気
持

ち
、
空
気
の
変
化
だ
っ
た
と
思
う
。

中
原
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
選
挙
カ
ー
に
乗

っ
て
い
た
私
に
、
ご
婦
人
方
は
『
あ
な
た

が
中
原
さ
ん
？
』
と
け
げ
ん
そ
う
に
聞

き
、
先
々
で
『
そ
ろ
そ
ろ
、
代
わ
っ
て
ほ
し

い
』
と
訴
え
ら
れ
た
。
も
し
『
時
期
と
相

手
』
が
違
っ
て
い
た
ら
恐
ろ
し
い
こ
と
に
。

平
成
23
年

夏

い
な
が
き
茂
行



いながき・いとうの ６月議会報告

～自助も 共助も 公助も～

防災計画の見直し
埼玉県は、見直しが必要なテーマとして▽災害対策本部の体制▽帰宅困難者▽放射能汚染▽避難所の設置と運営

▽備蓄物資の5項目としています。

吉川市としても今回の事態を受けて実際に役立つ防災計画を整備してほしいと指摘。これに対し担当の部長は総点

検し、先行の自治体の取り組みも参考に早期に見直しを進めるとの意向を明らかにしました。特に備蓄物資ととも

に備蓄倉庫の整備、避難所の開設と周知・運営、市民以外の避難者への対応、放射線汚染対応、それに防火や住宅

の耐震化、ライフライン（水道、電気、ガス、通信）などがテーマになるものとみられます。

応急の備え
6月補正予算では応急の防災対策費として1780万円が計上され、質疑の上承認しました。

▽防災無線の音声調査。一部地域で音声が聞き取れないとの苦情。いちょう通り、けやき通りなどで調査を実施へ。

▽災害用備蓄品の補強。1.新に毛布2千枚（計6千枚に）。2.飲料水（２ℓペットボトル、７千本）。3.アルファー

米２千食分の追加（計１万６千食分）。4.簡易トイレ４千回分を追加（計1万7千4百回分に）。5.携帯型移動無線

機、16台購入（計22台へ）、災害対策本部と17の避難所の連絡などのために。6.懐中電灯（175灯）。ヘッドラン

プ（100個）の購入など。

放射線測定
幼稚園や学校、幼児の保護者などから運動場やプールの放射線量測定を求める声が寄せられています。吉川市で

は個別に対応するとともに6月から市内12ヵ所で毎週木曜日に定期的に測定を実施。結果は翌日市ホームページ

に掲載しています。これまでのデータは基準値を下回り、安全上問題はないとのことです。

吉川、松伏消防本部では放射線対策として新に簡易防護服100着を購入。放射線測定器は国が新たに1台を貸与

（消防・計2台。 吉川市１台）。携帯線量計5台なども備えました。

12ヵ所の測定場所。市内7小学校の他旭公園球場、市民プール、中井沼公園、第1保育所、三輪神社。

｢

イ
ラ
菅｣

総
理
以
上
に
、
国
民
は

イ
ラ
つ
い
て
い
る
。

被
災
地
・
被
災
者
を
そ
っ
ち
の
け

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
永
田
町
の
猿

芝
居
に
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
る
。
進
ま

な
い
復
旧
・
復
興
、
見
通
し
が
つ
か

な
い
原
発
事
故
の
処
理
。

こ
れ
ま
で
、
原
発
の
安
全
性
・
必

要
性
・
経
済
性
を
国
民
に
説
き
、
推

進
に
関
わ
っ
て
き
た
政
・
官
・
業
そ

し
て
学
者
、
マ
ス
コ
ミ
の
皆
様
は
、

福
島
の
事
故
現
場
に
入
る
べ
き
で

は
。
と
の
思
い
も
あ
る
が
、
今
は
己

の｢
責
任｣

を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

地
震
と
津
波
そ
し
て
原
発
事
故
は

多
く
の
生
命
と
平
穏
な
生
活
、
仕
事
、

地
域
や
町
そ
の
も
の
ま
で
を
奪
い
、

悲
し
み
と
不
安
を
も
た
ら
し
た
。

放
射
能
は
、
子
ど
も
達
を
傷
つ
け
、

魚
や
野
菜
、
工
業
製
品
に
ま
で
影
響

が
及
ん
だ
。
メ
イ
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
だ
け
で
な
く｢

日
本｣

そ
の
も
の
の

信
頼
・
信
用
が
失
わ
れ
た
。

大
地
震
・
大
津
波
は｢

天
災｣

。
原

発
事
故
は｢

人
災｣

と
い
う
が
、
想
定

外
の
連
発
や
、
そ
の
後
の
対
応
を
見

る
と｢

人
災｣

が
大
き
い
と
感
じ
る
。

民
主
党
の
体
た
ら
く
、
菅
内
閣
の

無
為
無
策
、
野
党
の
無
責
任
対
応
、

お
役
所
仕
事
。
責
任
は
重
い
。

復
興
に
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
、
政
治
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
ま
と
も
な
政
治
家
を
選

び
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
や
は
り

復
興
の
第
一
歩
。
ど
ん
な
国
を
目
指

す
に
し
て
も
、｢

人｣

が
必
要
だ
と
、

つ
く
づ
く
思
う
。

(

い
な
が
き)

災
害
対
応
力

千
年
に
一
度
―
。
こ
の
大
災
害
に
つ
い
て
総
点
検
し
、
防
災
の
在
り
方
を
見
直
す

作
業
が
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
ま
す
。
▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
と
、
国
の
災
害
対
策
基
本
法
に

は
、「
自
治
体
の
責
務
」
と
と
も
に
「
住
民
の
責
務
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
家
庭
で
（
自
助
）、

地
域
で
（
共
助
）、
役
所
（
公
助
）
で
ー
三
位
一
体
で
「
向
き
合
い
」「
備
え
」、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
た
い
と
の
姿
勢
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
９
月
１
日
）
で
は
10
万
人
を
こ
え
る
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

多
く
は
地
震
後
の
火
災
に
よ
る
焼
死
者
で
、
外
国
人
が
放
火
し
て
い
る
と
の
デ
マ
も
飛
び
交
い
大

混
乱
し
ま
し
た
。
▽
阪
神
・
淡
路
で
は
倒
壊
、
焼
失
の
家
屋
10
万
棟
の
う
ち
、
80
％
以
上
は

筋
交
い
な
ど
の
な
い
古
い
建
物
で
し
た
。

今
年
２
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
直
下
型
地
震
。
こ
の
時
ビ
ル
の

崩
壊
で
日
本
人
留
学
生
な
ど
１
８
１
人
が
死
亡
し
ま
し
た
が
、
耐
震
構
造
の
多
く
の
ビ
ル
は
崩

れ
ず
、
安
全
で
し
た
。
今
回
の
大
災
害
で
も
耐
震
設
計
の
ビ
ル
や
住
宅
は
地
震
に
よ
る
被
害
は
少

な
い
と
の
話
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
▽
検
証
作
業
に
注
目
し
災
害
史
に
学
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
「
減
災
」
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
い
と
う
）


